
活動団体名：㈱山都竹琉
活動地域 ：熊本県山都町
活動におけるテーマ：

『永代不朽の自給するまちづくり：
チリも積もれば山都なる！』

令和5年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む
昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓



2024年2月11日 山都通潤橋IC開通ｲﾍﾞﾝﾄ
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活動団体および活動地域の紹介
㈱山都竹琉について 山都町について

2/6農林水産省 高橋政務官、九州農政局
次長ら視察対応(中山間、ｽﾏｰﾄ農業)

竹資源活用を永年推進 ●九州のど真ん中の中山間準高冷地、総
面積の7割が山林・原野、田・畑2割。
●人口1万4千人、過疎化が進む農業と林
業が基幹産業の典型的な中山間地域。
●40年以上にわたり有機農業に取り組む地
域、有機農業NO.１(有機JAS事業者数)
●棚田百選2カ所選定

基幹産業は農林業

「有機農業を核とした持続可能なまちづくり」
山都町が令和3年度のSDGs未来都市に選定

今後、地域を維持するためには基幹産業である
第一次産業の維持が必須‼(地域循環共生圏）



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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年間スケジュール
4月 5月 ６月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

事業全体の予定

プラットフォーム
の活動

竹利活用
（チップ、パウ
ダー、エキス、堆
肥、バイオガス）

空き家活用
（関係人口、交流

人口増加）

スマート農業
（省力化、販路拡
大、所得向上）

協定締結（活動予算執行開始） ◆活動団体成果報告書提出

ステーク
ホルダー

MTG

中間共有会
成果共有会

コア
メンバー

MTG

SDGsシン
ポジウムスマ農視察

受入ｵｰﾚｯｸ

スマ農視察
受入ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

バイオガス
試験

インドネシ
ア視察

鹿児島
出張

農水堆肥
事業申請

竹堆肥施用
試験（鹿児

島）

竹堆肥施用
試験（宮
崎）

豪雨被害 復旧

水位センサー等シ
ンポジウム出展

コンポスト
住民配布

大学生向け
MTG

宮崎県生産
者意見交換

甲斐呉服店
（旅館）

移住者イン
タビュー

空き家情報
更新

山都ラボ
スタート

総務省分散型エネルギー
事業申請

竹エキスドローン散布

ガスプラント設
置生産者打合せ

堆肥事業生
産者打合せ

コワーキング
施設検討

移住者就農者向けの研修

スマ農視察
受入種子島

矢部高鳥獣害担い手育成

日南視察
五木視察

矢部高大学生インターンシップ

総務省特定地域づくり事業組合申請準備

農業EXPO
水位センサー

作業見える化システム

ICT販促 高速IC
ICT販促

キックオフ

インドネシ
ア視察

ベトナムICT販促



今年度チャレンジした主な取組内容
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①「自治体やステークホルダーとの連携体制構築と強化」

【活動内容⇒成果や気づき】
１.採択以前から永代不朽の自給するまちづくりのために独自に
活動してきたが、PF事業をきっかけに協力者を求めて奔走。
⇒呼応したメンバーを中心にPFの土台を形成した。

２.消極的だった町役場に九州支援事務局と活動内容を説明。
⇒現在では、役場側から協力の依頼がくるなど、連携体制が
構築されている。

３.通潤橋の国宝指定と九州中央自動車道山都通潤橋ICの開
通前を祝う「山都町SDGsシンポジウム・マルシェ」を開催。
⇒初めて役場と一体となったイベントを開催。地域の様々な
人々が一堂に会し、共通の目標や価値観が共有された。

４.１年間の活動を共有するステークホルダーMTGを開催。
⇒町長や町議も参加し、地域一体となってプラットフォームを
構築する意識を醸成することができた。

11/3山都町SDGsシンポジウム・マルシェ 12/22ステークホルダーミーティング

②「竹資源高度化の取組み」
（地域を越えた実証と地域循環モデルの検討）

【活動内容⇒成果や気づき】
１.竹資材利用で、反収増加や作物の病気抑制の効果が見込まれる
として、鹿児島と宮崎の農家に竹チップ、竹粉、竹エキスを提供した。
⇒芋農家：芋の病気（基腐れ病）の影響を抑えて収穫量UP
きゅうり農家：例年6月までの収穫が、8月まで延びて収入UP

２.山都町オリジナル堆肥とバイオガス発電の実現可能性調査のため
に外部機関に分析を依頼し、十分なバイオガス発生量を確認。
⇒堆肥舎建設（R6予定）：草本バイオマスの山都町SDGsオリ
ジナル堆肥（農水省「畜産環境対策総合支援事業」）
バイオガスプラント建設（R7予定）：メタン菌消化液の肥料利
用、バイオガス発電（総務省補助事業）

来年度製品化予定の竹エキス 竹エキスのドローン散布依頼多数!

分析結果の一部抜粋



今年度チャレンジした主な取組内容
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③「海外インターン受入に向けた情報交換」
（インドネシア視察（２回：6月、１月） ④「特定地域づくり事業協同組合」立ち上げに向けて

【活動内容】
・SHMを通じて、SHのニーズに基づき、来年度の組合立ち上げに向
けての活動をスタート。
・役場の予算承認までの間に組合を運営する団体を立ち上げ、予
算承認後に組合へと移行する。
・山都でしかをはじめとしたローカルプレイヤーを中心に立ち上げ予定。
次年度以降、インドネシアからの留学生インターンシップの受皿づくり。

【概要】
目 的：町内の雇用創出、所得向上による関係人口の増加
対 象 者：農閑期の生産者、新規就農者希望者、移住者を登録
派遣内容：空き家再生（移住体験、施設整備）、竹林整備・

たけのこ採取、農作業（堆肥づくり、ドローン散布、
ラジコン除草）など

【活動内容⇒成果や気づき】
１.過去に熊本県立大学がインドネシアに導入したバイオガスプラン
トをきっかけに交流。ゴミ分別、陸上養殖、飼料等の先進的取
組を視察。
⇒ 日本を参考に始まった3R（リユース、リデュース、リサイクル）
を更に細分化し、徹底。脱プラスチック、コンポストの資源分
別は日本以上に進んでいた。

⇒インドネシアナショナル大学と熊本県立大学と山都町（矢部
高校）とのグローカル環境教育インターンシップ案件形成中

北ジャカルタAli市長との意見交換インドネシアのリサイクル学習
＠SDペリタ小学校



現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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 山都竹琉を発端に、初期のステークホルダーから輪が
広がり、地域事業者だけでなく自治体や地域金融機
関など産官学金のプラットフォームを形成。

 特定事業組合による地域内の連携だけでなく、海外と
の連携（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾍﾞﾄﾅﾑ）に向けた活動が進行中。

【現状の地域プラットフォーム】 【地域プラットフォームの変化】

事業のタネからコアメンバーが活動を開始。



プラットフォーム形成のポイント
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【苦労したこと】
 複数の事業を並行して進めているため、時間が足りない場面が多かった。
 現状の協力者が限られているため、マンパワーも不足していた。
 プラットフォームとしての活動を円滑にするために、消極的な役場の協力を得ようと、EPO九州や九州地方

環境事務所の協力を得ながら説明を行った。
 協力者は実働しているプレイヤーが多く、多忙なメンバーを集めるための根回しや調整が大変だった。

【工夫したこと】
 ステークホルダーMTGを活用し、集まってくれる人たちを巻き込み、PF事業について周知。
 face to faceで話をすることで、協力してくれる仲間を増やしていった。
 協力的な人を核としてコアメンバーで事業推進。
 協力依頼の声掛けと巻き込みで、各活動を繋いだ。

ワークショップin山都町



取組を通しての成果と新たに見えてきた課題
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取組みを通しての成果
●コアメンバーの活動と関係する特定地域づくり事
業協同組合の立ち上げに向けた準備開始。
●活動が停滞していた空き家活用のため20代若
手の地域おこし協力隊やIターン者を巻き込み活動
が活発化。交流人口の広がりと新たな担い手のす
そ野の拡大の機運上昇。
●町のSDGs未来都市採択後、関係者が一堂に
会していないため、各活動が縦割りと断片的で硬
直化しているが、本事業を通じて行政（中間支
援）と横連携しつつあり、次年度事業に申請中。

新たに見えてきた課題

●コアメンバーに負担が集中しているため、役割分担や
人員補充など体制についても持続性を意識した改善
が必要。（⇒特定事業組合で、安定した人員体制に
改善することを期待。）

●事業化に向けて部会的な活動が進んでいるため、メ
ンバー同士の交流の機会を増やし、PFとしての結束力
を高めることが必要。

●活動を持続可能なものとするために、 安定して稼げ
る仕組みづくりが必要。



活動における今後の展望

10

【プラットフォームの体制】

●特定地域づくり事業協同組合の立ち上げ
プラットフォームの中心となる特定地域づくり事業協同組合立ち上げに向けた準備開始。
移住希望者の定住サポート、新規就農者の育成、農閑期の仕事の創出など、今後の事業化を支え
るためのプラットフォームとしての役割を担う。

【事業化】

●山都町オリジナル竹堆肥づくりと地域資源の高度化利用

国事業を活用して町内の有機農業者の協力を得ながら実証実験を行い、山都町産オリジナル堆肥、
液肥、バイオガス発電の循環共生の輪づくりを完成させる（地域資源の循環と共生圏モデル）。

●町内スマート農業の普及推進と人材育成
スマート農業（水田用水位センサー、罠猟用センサー、土壌診断に基づく堆肥散布等）を普及するこ
とで、高齢者の負担を軽減し、新規就農者のスキル向上と就農ハードルを下げる➡育成プログラム化へ。

●空き家利活用、移住者の定住促進

空き家を利活用した宿泊施設等の利用及び交流人口の増加につなげ、移住者の住居として提供す
ることで定住人口、町内人口増につなげる。



ご清聴、ありがとうございました。
地域循環共生圏の里、山都町へ
私に会いに来てハイヨ！（来てください）
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